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 [授業の概要・目的]
地球が誕生してから現在までの地球環境の変化や自然現象，そして地球システムとの関係について
講義する．環境保全意識の高まりの中で，環境問題に対して適切な判断を行うことは，極めて重要
な能力となっている．地球の歴史を通じて，我々が目指すべき未来についても考察できるようにな
ることを目的とする．

 [到達目標]
宇宙の中での地球の位置づけ，地球の歴史，その環境に関わるメカニズムを理解し，現在生起して
いる種々の環境問題や人類の発展と関連させて考える考察できるようになる．地球システムを学び
つつ，地球環境科学の研究動向と国際的な取り組みについてその概要を理解する．

 [授業計画と内容]
以下のテーマについて、それぞれ1-3回の予定で授業を行う．最新のトピックも交えて講義を進め
るため，講義内容の順序は適宜変更する可能性がある．
　（１）地球環境と人類の歴史について　　	　　
　（２）宇宙の成り立ち、太陽系惑星の分類と特徴, 地球の誕生、地球環境の変化
　（３）地球の歴史、環境変動，大量絶滅と生物の進化
　（４）地球の構成、プレートテクトニクス、火山活動、地震、津波	　　
　（５）地球温暖化現象・オゾン層破壊とそのメカニズム
　（６）酸性雨や大気汚染の発生とそのメカニズムの法則
　（７）環境汚染物質が生態系へ及ぼす影響
　（８）生態系の役割
　（９）海洋の仕組み、気候変動やエルニーニョなどについて
　（１０）人類と地球環境
授業はフィードバックを含め全15回で行う

 [履修要件]
スタート時点では地球科学および環境科学の知識は必要ではないが、授業中必要になる知識につい
ては授業内で適宜補足する。同時に、地球・人・社会に関わる関連項目の自学自習も求める。

 [成績評価の方法・観点]
平常点（出席と授業への参加状況）とレポートにより評価する．詳しくは第一回目の講義時に説明
するとともに，各課題を提示する際に説明する

 [教科書]
使用しない
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 [参考書等]
  （参考書）
「もういちど読む数研の高校地学」　（数研出版）　(ISBN-10: 4410139592)

 [授業外学修（予習・復習）等]
次回講義範囲については昨今の動向についてインターネット等で情報を収集し予習を行うこと．講
義用ノートおよびテキストを見直して復習し，関連する事象についての動向を把握して理解を深め
ること．

 [その他（オフィスアワー等）]
講義後に質問の時間を設ける．

 [主要授業科目（学部・学科名）]


